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研究成果の概要（和文）：　肖像については、その出来映えの良否や製作時期の問題が、しばしば写実性の立場
から論じられてきた。しかしながら、肖像には実は絶えず理想化の問題がまとわり付いており、理想化の問題を
無視して肖像を語るわけにはいかない。また、肖像は、権威の誇示や像主の顕彰、受容者の意向といった機能の
側面からも評価する必要もある。
　本研究は、上記の問題点を踏まえ、写実的とされる作例が数多く造られた鎌倉時代の肖像彫刻を主たる研究対
象として、肖像、特に肖像彫刻研究の再評価を行い、研究成果を報告書に取りまとめ公表した。

研究成果の概要（英文）： About the portrait, the good or bad that was and a problem of the 
production time have been often discussed from the realism-related situation. However, in fact, a 
problem of the idealization clings to a portrait consistently, and there is i. Therefore, in 
defiance of a problem of the idealization, I cannot talk about the Portrait.In addition, it is 
necessary to evaluate the portrait from honoring of the master of ostentation and image of the 
authority, the viewpoint of the function called the intention of the person of reception.
 There were many examples told to be realistic, and this study reevaluated a portrait particularly 
the portrait sculpture study as the study that was main with a portrait sculpture in the made 
Kamakura era based on the problems mentioned above. And I announced results of research in a report 
collectively more.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究では、肖像、特に肖像彫刻の製作時期の問題や、寿像か遺像かどうかという事柄などについて、以下の
二点の問題点を踏まえ再評価の試みを行った。
　問題点の一つは、肖像の出来映えや製作時期について、主に写実性から議論されてきた点である。これについ
ては、肖像には必ず理想化の問題があり、印象批評的な研究からの脱却することの重要性を指摘した。もう一つ
は、肖像は、受容者の意向や造像目的によって、像主の姿に変更が加わることもあることであり、肖像研究にお
ける機能の問題の重要性を指摘した。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１． 研究開始当初の背景 
研究代表者は、長きに亘って日本の肖像、特に肖像彫刻を研究してきた。ただ、研究を進める

と従来の日本の肖像研究について幾つか気になる点が出てきた。一つは、写実性と理想化の問題

である。すなわち、像主が生前に造られた肖像は写実性に秀で、理想化があまりなされていない

と言った考え方が支配的であった。また、写実的に見える作品は、製作年代が上がると思われて

きた。 

しかしながら、肖像の機能を考えると、肖像製作には、注文主の意向や、あるいは作家（仏師）

の技量の問題、さらには像主に関する情報の多寡といった問題が複雑に絡んでおり、生前の像を

単に写実的といった言葉で一方的に評価するわけには行かず、肖像には写実性や肖似性といった

ことと、理想化の問題が絶えず付きまとっているように思われる。 

また、肖像の機能についても、幾つか気になることが出てきた。肖像の機能については、追慕、

儀礼、礼拝、顕彰、権威の誇示、記念といったことなどが考えられるが、日本の前近代では、一

部の肖像を除けば、一般に礼拝や追慕にためにつくられることが多く、権威の誇示や顕彰のため

に肖像が造られることはあまりなかったように思われる。しかしながら、西洋では都市に設置さ

れた銅像などのことを考えると、肖像の機能としては権威の誇示や、顕彰がかなり重要な意味を

有していたように思われる。そうすると、日本の前近代の肖像の特殊性を機能と言った側面から

も考えていく必要性を感じた。さらに、肖像の像主のイメージに新たな別のイメージを付与する

ものも出現するが、肖像の機能・用途に関しては複数の要素が複雑に絡み合うことがあり、肖像

を機能の問題から再考する必要性を感じた。また、肖像の受容の問題についても気になる点が出

てきた。それは、肖像の像主名がしばしば忘却される一方で、受容者たちの意向により新たな名

付けが行われる点である。この問題は、近年日本の肖像画研究で像主名の再検討が盛んに行われ

ていることにも関連するが、こうした名付けの問題も西洋でも行われていると思われ、そうした

行為が行われる背景を解明することについては、西洋美術史の見解を知る必要性を感じた。 

いずれにしても、肖像研究は、写実性をキーワードとする従来の印象批評的な研究から脱して、

肖像の理想化の問題や機能の問題を踏まえて再検討をしなければならず、このことを研究代表者

が専門とする肖像彫刻、特に写実性に秀でたものが多いとされる鎌倉肖像彫刻を中心にして、よ

り広い視野から再検討の試みを行う必要性が強く感じられた。 

 
２．研究の目的 
 肖像については、すでに数多くの先行研究がなされてきた。しかしながら、肖像研究にはなお

問題が残されている。中でも、肖像は写実性と理想化の問題が複雑に混じり合っているという点

は重要である。 

 すなわち、その出来映えの良否や、寿像か遺像かという事柄が、しばしば写実性の立場から論

じることが行われてきたが、肖像には実は絶えず理想化の問題がまとい付いており、理想化の問

題を無視して肖像を語るわけにはいかないのである。また、肖像の機能には、権威の誇示や像主

の顕彰という側面もあり、こうした事柄は、日本美術史では、余り注意が払われてこなかった。 

 本研究は、焦点を絞るために、写実的とされる作例が数多く造られた鎌倉時代の肖像彫刻を主

たる研究対象として、肖像における写実性と理想化という視点を中心に、肖像の機能や受容のあ

り方といった問題も踏まえながら、肖像、特に肖像彫刻研究の再構築を目指す試みを行う。 

 
３． 研究の方法 

本研究は、研究代表者である根立研介が所属する京都大学大学院文学研究科を拠点とし

て遂行した。ただし、研究代表者の専門研究領域以外からの助言や情報提供も必要になっ



てくるので、随侍、西洋美術史研究者、中国美術史研究者、日本中世・近世絵画史研究者

から助言を得て研究を進めた。調査については、平成２８，２９年度を中心に行い、鎌倉

肖像彫刻の作例の調査、既収集の資料整理を順次行っていった。また、最終年度の平成３

０年度には、資料の補完調査を実施した。三カ年の資料収集の対象とした主要なものとして

は、国内では、香川・大興寺天台大師木像・弘法大師木像調査、佐賀県・高城寺蔵山順空木像、

京都市等持院歴代室町幕府将軍像、東福寺龍吟庵大明国師像、興福寺無著・世親象、東大寺重源

像、奈良・来迎寺伝善導大師像、兵庫・浄土寺重源像、京都・長楽寺時宗祖師像、静岡・帰一寺

一山一寧画像などで、また東京国立博物館・鎌倉国宝館・京都国立博物館・奈良国立博物館、高

知・高知県立歴史民俗資料館、福井市立郷土歴史博物館、奈良・大和文華館、高知県立歴史民俗

資料館などでは肖像関係の史資料の収集を行った。 

また、海外では、中国・陝西省西安市陝西省博物館、西安市博物館・碑林博物館、英国・ロン

ドン市ナショナル・ポートレートギャラリー、エジンバラ市スコットランド・ナショナル・ポー

トレートギャラリー、ベルギー・ブリュッセル市王立歴史美術博物館・王立古典美術館、ヘント

市バーフ教会、スイス・チューリッヒ市コーラ・オークションハウス、リートベルグ美術館、市

立美術館、フランス・パリ市ギメ東洋美術館、米国・ニューヨーク市メトロポリタン美術館、 

ワシントンD.Cフリア美術館、ミズリー州カンザスシティー・ネルソン・アトキンズ美術館、ロ

サンゼルス市ロサンゼルス・カウンティー美術館、ゲッティー・センター美術館で、肖像関係の

資料収集を行った。 

 なお、最終年度には、今までの研究成果を公表するための報告書を刊行した。 

 
４． 研究成果 

三カ年に亘って肖像関係の作品調査と資料収集により、肖像、特に肖像彫刻の製作時期の問題

や、寿像か遺像かどうかという事柄などについて、以下の二点の問題点を踏まえ再評価する必要

性があることが明らかになった。 

すなわち、肖像の出来映えや製作時期について、主に写実性から議論されてきたが、これにつ

いては、肖像には必ず理想化の問題があり、印象批評的な研究からの脱却の必要性がある。また、

肖像は、受容者の意向や造像目的によって、像主の姿に変更が加わることもあり、肖像研究にお

ける機能という視点から考察する必要性があることである。これらの問題点を踏まえて、研究代

表者の根立と、本研究に情報提供を行って戴いた文化庁文化財調査官筒井忠仁氏、大阪大谷大学

専任講師苫名悠氏の三名の肖像関係の論文を収めた研究成果報告書『肖像をめぐる三つの視線』

を刊行した。なお、研究代表者の根立は、鎌倉肖像彫刻を中心として肖像の機能と制作目的が肖

像研究において重要性があることを明らかにした。 
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